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731部隊を創設した石井四郎 

731部隊を主導した石井四郎は1892年に千葉県で生まれました。母の千代は上田藩の藩医の

娘でした。石井は第四高等学校（金沢）から京大医学部へ進み，1920年に28歳で卒業しまし

た。この年の卒業生は82名です。多くの中国人が日本の大学で学んだ時代で，同級生には中国

人の名前も見受けられます。 

卒業後石井は陸軍軍医学校（以下，軍医学校）へ入学します。当時，東大や京大などの帝国

大学や官立医学校から多くの卒業生が受験しており軍医学校は狭き門でした。入学定員は百人

に満たず東大や京大からの合格者も各々4，5名程度でした。石井は1921年4月に二等軍医（中

尉相当）に任官し，8月には東京第1衛戍病院（戦後は厚生省に引き継がれ，現・国立国際医療

研究センター）に勤務しました。 

石井は1924年に陸軍から派遣されて京大医学部微生物学教室の大学院へ入学します。教授は

清野（病理学教室教授兼任）でした。「グラム陽性双球菌について」という論文で医学博士号

を取得（1927年）しています。1928年に石井の一つ上の世代の木村廉が微生物学教室の教授に

なりました。こうして石井は清野と木村の二人の教授とつながりました。 

石井は京大総長であった荒木寅三郎（生化学）の娘，清子と結婚します。荒木は東大医学部

出身で後輩に長與又郎（病理学，後に東大総長）がいました。長與は清野，川上漸（京大病

理，後に慶大病理教授），戸田正三，金関丈夫（京大解剖，後に台北帝大教授）らと交流があ

り石井ともつながっていました。長與は京都で開催された第十回医学会総会（1938年）で石井

の戦地実況活動写真を鑑賞し，ハルビンの731部隊も訪問しています。石井は京大，軍医学校

を経て東大へと人脈を広げていきましたが，それは731部隊発足前から形成されていた三者の 
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731部隊と大学（2）－薬学者も参画－ 

吉中丈志 
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